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ウィーナーは論敵の没年さえ正確に把握していない。ド･マンは 1983 年、64 歳で亡く
なったが、ウィーナーはそれを 1984年、65歳と伝えている。問題となった記事につい













っていたことにかこつけ、ド・マンを彼の共謀者と主張するなど、枚挙に暇がない。   
 「読むこと」の不在は、証言情報の手緩い調査・確認にも現れている。ミラーが挙げ
ているのは、ド･マン自身も記事を寄稿したことのある『カイエ・デュ・リーブル・エグ
ザマン』紙の編集長だったシャルル・ドゾーニュ、そして、ド･マンの友人で、後にフラ
ンス大手出版社の編集長を勤めたジョルジュ・ランブリックスの肉声表現である。二人
の証言に拠れば、ド･マンは反ユダヤ的な意見や態度を一度も表明したことがないばかり
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か、フランスのレジスタンスに手を貸していた。真実か否かにかかわらず、責任ある歴
史学者ならば、そうした証言を無視することはまず許されないだろう。ミラーがいみじ
くも述べているように、「二、三度電話すれば」、それくらいの情報は瞬時に確認でき
たに違いないからである。 
 ミラーがさらに注目するのは、「脱構築批評」に対する数々の誹謗中傷である。こう
した断罪は結果的に、当のミラーをはじめ、ジャック・デリダをもファシストと決めつ
けることになる。ド･マン糾弾者たちの目的はただ一つ。アメリカ批評界の伝統を揺動・
撹乱させる「脱構築」という悪しき外来新種を、ド・マンという外来思想家の擬似スキ
ャンダルを利用して完全に駆逐することでしかない。「脱構築」に対する無理解にも目
に余るものがある。ウィーナーは「言語」、「テクスト」、「読むこと」など、この批
評が実践していたことを完全に曲解している、あるいは端から理解しようとはしていな
い。「脱構築」に関する最も由々しき無理解の一つは、その批評実践が読者や批評家の
「主体」や「意図」に関わるものとして思念されていることだ。「批評家は意味を創造
することができる」。「脱構築批評」を説明すると思われるこうしたクリシェは、次第
に過激さを増し、最後には「脱構築者は、自分の思いのままに、勝手気儘に意味を創造
することができる」といった見解にまで突き詰められることになる。こうした誤解は現
在に至ってもなお、払拭し切れてはいない。益々そうしたクリシェが広がるばかりだ。
ちなみに、「Aが Bを脱構築する」と言われるとき、Aとして想定されているのは、わ
れわれの「主体」でもなければ、「意図」でもない。Aも Bも「言葉」あるいは「テク
スト」なのだ。さらに言うなら、「脱構築」が最も根本的な現象として暴き出すのは、
「Aが A自体を脱構築する」、すなわち、デリダ、バーバラ・ジョンソンがそれぞれ、
「差延」、「内的差異（批評的差異）」という表現で示そうとした「言葉」や「テクス
ト」の内的な揺動に他ならない。われわれは、こうした揺動に手を貸すことはない。そ
れはまさに、阻止できないものとして、「言語」・「テクスト」の内に到来するのだ。  
それは、より巨視的に眺めるなら、「文学理論」への抵抗と言い換えてもよいだろう。
彼は「新歴史主義」など、「脱構築」に隣接する新手の批評方法をことごとく破壊的な
ものとみなし、それらの徹底的な抹消を唱えているのだ。つまり、ド･マンの糾弾者たち
を真に突き動かしていたのは、自分たちがこれまで執拗に守り抜き、その権威・権力を
維持してきた旧来型の研究法が、「脱構築」など外来新種の侵入・到来により決定的な
破壊を被るのではないかという強迫めいた不安・恐怖に他ならない。「ポール・ド・マ
ンの戦争」、それは四十数年前に書かれ、十分な精査・精読も施されなかった一篇の新
聞記事を標的に繰り広げられた愚かな知の戦争だったと言ってもおそらく過言ではない
だろう。 
 本文中に、『ル・ソワール』紙、『ヘット・フラームスヘ・ラント』紙、『カイエ・
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デュ・リーブル・エグザマン』誌、『ジュディ』紙、『ビブリオグラフィ・ドゥシェン
ヌ』誌から訳出した 12 篇の記事――「現代文学におけるユダヤ人」、「シャルル・ペ
ギー」、「批評の可能性について」、「ドイツ現代文学への手引」、「フランス文学の
現代的諸傾向」、「ヨーロッパという概念の内実」、「批評と文学史」、「フランス詩
の現代的諸傾向」、「文学と社会学」、「戦争をどう考えるか？」、「イギリスの現代
小説」、「出版社の仕事」――を、「訳者解題」を付す形で収録した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
